

































































3.児童の歌声から, ｢優 しさ｣を感じるが, ｢浮いたよう-な声｣とも言え, ｢弱々しさ｣
















尚,上記の ｢ツイス ト｣とは,一種の ｢腹筋練習｣であり,膝を立てた状態で床.の上に
楓になり;腰を左右にひねる運動を繰 り返すものであった?
r児童の持つ発声に関する知識と内容｣に関する考察
上記の ｢ツイス ト｣練習により, ｢腹筋を使って歌唱すること｣を児童は学び,歌唱の
際, ｢腹筋｣に意識と注意を持つようになったと考えら.れるoしかし,児童によろ歌唱を







また, ｢口を開けること｣は,豊かな ｢響き｣ と ｢共鳴｣を得るために欠かせないもの
であるが,児童の歌唱を聞いた限り,口角を大きく開けすぎ,舌根と共に喉が上がり,共
鳴口が狭 くなり,その結果, ｢歌声の浅さ｣,｢雑音｣等を生み出したと考えられた｡
それに加えて,_｢口を横に向かって大きく開 く｣児童 も見られ,その結果, ｢取声の浅
さ｣と共に,声と体との関係が断ち切 られ,歌声が ｢浮いた｣と考えられた｡
筆者はこれまでにも何度か,児童の歌唱に於ける ｢口の開けすぎ｣を目にする機会があっ
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た｡この児童の歌唱に於ける ｢口の開けすぎ｣は,外見上 ｢子供 らしさ｣を感 じることが
できるが,舌根と共に喉が上がり,共鳴口が狭 くなる結果を生みやすいと考えられる｡酒
井弘氏も,その著書 (註2)で詳 しく述べているが, ｢どの様に口を開き,歌唱するか｡｣
については,指導上重要な事であるが,同時に指導上難 しい問題でもあると述べられてい


























｢わっ｣, ｢あっ｣, ｢あーつ｣と言った, ｢他人を脅かすことを目的として,発せられ
る声｣がある｡
この声には,以下の特徴が見られる｡
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1.顎骨関節を緩ませ,口腔内を拡げ,共鳴腔を拡 く利用 した母音 ｢ア｣が発せられる｡
2･日頃発せられる声よりも,はっきりとした声が,脅かそうとする,前方の対象者に向
かって発せられるこ






母音 『ア』｣ (註 3)を発声する｡


















腹筋等)が働いたことか分かる｡ (註 7) (図3)
4.首に手を当て, ｢他人を脅かす ことを目的として,発せられる声｣を発声すると,咽
頭の位置が下降する様子が確認できる｡この ｢咽頭の下降｣から, ｢咽頭腔が開かれ
た状態｣ (註 8),いわゆる ｢喉の開いた状態｣であることが分かる｡ (図4)





上記の 1.と2.は, ｢安静呼吸｣ (註 9)の特徴と言え, ｢呼吸による体の状態の変
化｣と言えるが,2.の ｢横隔膜の動き｣と3.の ｢腹筋の動き｣は,歌唱のための呼吸
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⑥ ｢おどかす真似｣をしたまま,軽 く,明るく,母音 ｢ア｣を発音させる｡
自然な母音 ｢ア｣と力強い母音 ｢アーツ｣が,どのような声であるかについては,指導
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註釈
(註 1)宮下茂 ｢発声指導法研究Ⅲ :授業に於ける指導｣:長崎大学教育学部教科教育学
研究報告 第38号,平成14年 3月
(註 2)酒井弘 新版 ｢発声の技巧とその活用法｣:p.127｢第 5章 児童発声とその指導
法 Ⅰ 児童発声における指導の要点 3 口の開け方｣,音楽の友社,1974参照｡
(註 3)母音 ｢ア｣の特徴については,酒井弘 新版 ｢発声の技巧 とその活用法｣ :p.87
｢第 4章 発声法 Ⅲ正 しい講書法 1 母音発声時の口形と方法(1)｢ア｣の口径
と発声｣,音楽の友社,1974 から引用｡
(註4)これ ら ｢声の共鳴｣については,酒井弘 新版 ｢発声の技巧とその活用法｣:p.
63｢Ⅰ発声練習に際 しての予備知識 4 声の共鳴｣,音楽の友社,1974 参照｡
(註 5) ｢吸気にさい しては外筋間筋かはたらいて,肋骨をひきあげると同時に横隔膜が
収縮 して下方に下がるが,このとき胸郭の内腔は,前後左右,上下に大きく拡がる
ことになる｡｣ :酒井弘 新版 ｢発声の技巧とその活用法｣ :p.37｢第三章 Ⅲ 呼
吸法 1 安静呼吸,胸式呼吸,腹式呼吸｣,音楽の友社,1974 参照｡
(註 6) ｢腹式呼吸の吸気のはあいには横隔膜が下がるため,腹腔内の臓器は押 し下げら
れて弾力性のある,みぞおちの部分に移動 してくると同時に,みぞおちや腹部は膨
張する｡｣:酒井弘 新版 ｢発声の技巧とその活用法｣:p.41｢第三章 Ⅱ 呼吸法
3 歌唱時の呼吸の仕方 とその保持法｣,音楽の友社,1974 参照｡
(註 7) ｢(腹式)とは,腹をふ くらませるのではなく,腹筋 (斜腹筋,背筋,肋骨筋な
ど)を使うことで ･･･｣声楽ライブラリー3.呼吸と発声 :p.11｢Ⅰ声楽呼吸の原
点 声楽技術にまぐれなし 腹式呼吸の正 しい解釈 (柴田睦陸)｣,音楽の友社,
昭和58年 参照｡
(註 8) ｢結果として咽頭は低い位置に来る｡これによって咽頭腔はよく開 くし,鼻腔へ
の通路 もよく拡がる｡｣声楽ライブラリ-3.呼吸と発声 :p.92｢Ⅳ呼吸と発声 会




のである｡これを安静呼吸という｡｣ :酒井弘 新版 ｢発声の技巧とその活用法｣ :
p.37｢第三章 Ⅲ 呼吸法 1 安静呼吸,胸式呼吸,腹式呼吸｣,音楽の友杜,1974
参照｡







吸と発声 :p.20｢Ⅰ声楽呼吸の原点 声楽技術にまぐれなし 措抗筋の働き,支え (柴
田睦陸)｣,音楽の友社,昭和58年 参照｡
